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南洲神社に行ってきました！
「西

せ
郷
ご
どん」こと西郷隆盛。私は、鹿児島に

住んでいたことがあるので、地元の「西郷どん
人気」を肌で感じて育ちました。しかし、鹿児島
から遠く離れた東北にも、西郷どんを慕う地域
があると知り、さっそく行ってきました。
　西郷どんを祀る「南洲神社」は、全国に4ヵ
所※。本州では、山形県にしかありません。なぜ、山形県に？　ご存知の方は
かなりの歴史通。幕末、戊辰戦争で幕府側についた庄内藩（現：山形県鶴岡
市、酒田市）は、当然厳しい処分を覚悟したのですが、実際に下された処分は、
西郷どんの指示により非常に寛大なものでした。
　これに恩義を感じ、その人柄にも感銘を受けた旧庄内藩主や藩士は、鹿児
島を訪れ西郷本人から教えを受けました。そして、全ての教えを「南洲翁遺訓」
としてまとめ、旧庄内藩士が全国を行脚しながら配布しました。
　南洲神社は昭和51年に建てられ、現在も「南洲翁遺訓」を無料で配布して
います。展示室は狭めながら、西郷本人直筆の掛け軸等の貴重な資料がたくさ
んありました。珍しいところでは、沖永良部島に流されていたときに作った「疑

ぎ
似
じ

餌
え

」。（写真参照）これがまた、よくできていてびっくり。西郷どん、手先も器用
だったのですね。
　大河ドラマ「西郷どん」の今後の放映にも、庄内藩とのエピソードが登場する
かも？　ぜひ、みなさんも訪問してみてはいかがでしょうか。
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西郷隆盛作：疑似餌

※その他の南洲神社　鹿
児島県鹿児島市、沖永
良部島、宮崎県都城市

「徳の交わり」像。西郷隆盛と荘内藩家老・
菅実秀が親睦を深めた様子を表現。

南洲神社▶山形県酒田市飯森山二丁目304 -10
【アクセス】酒田駅から車で15分、JR酒田駅よりるんるんバス大学線
「土門拳記念館前」より徒歩8分 　【休館日】日曜・月曜


